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◎道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、道徳的価値を実現することのよさや難しさな

どを確認したりして、今後の発展につなぐ。 

◎学習を通して考えたことや新たに分かったことを確かめたり、学んだことを更に深く心にと

どめたり、これからの思いや課題について考えたりするなどの学習活動が考えられる。 

（指導上の留意点） 
●自己実現への思いや願いを深められるようにする。 

（指導例） 
・先生の話をします。（教師の説話） 
・今日は、○○さんにお越しいただきました。（ゲストティーチャーの話） 

  ・道徳ノートや１人１台端末等のスタディログページ等で本時の振り返りを記録する時間
を設ける。 

 

  ((99))  評評価価 

        ＜＜小小学学校校学学習習指指導導要要領領解解説説  特特別別のの教教科科  道道徳徳編編（（平平成成2299年年７７月月））よよりり＞＞、、＜＜中中学学校校学学習習指指導導要要

領領解解説説  特特別別のの教教科科  道道徳徳編編（（平平成成2299年年７７月月））よよりり＞＞ 

    道徳科における評価について、次のように示されている。 

 児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を継続的に把握し、指導に生かすよう努める必

要がある。ただし、数値などによる評価は行わないものとする。 

    これは、道徳科の評価を行わないとしているのではない。道徳科において養うべき道徳性は、児

童生徒の人格全体に関わるものであり、数値などによって不用意に評価してはならないことを特に

明記したものである。したがって、教師は道徳科においてもこうした点を踏まえ、それぞれの授業

における指導のねらいとの関わりにおいて、児童生徒の学習状況や道徳性に係る成長の様子を様々

な方法で捉えて、個々の児童生徒の成長を促すとともに、それによって自らの指導を評価し、改善

に努めることが大切である。 

    道徳科に関する評価の基本的な考え方についてまとめると、次のとおりである。 

    ア 数値による評価ではなく、記述式とすること。 

    イ 個々の内容項目ごとではなく、大くくりなまとまりを踏まえた評価とすること。 

    ウ 他の児童生徒との比較による評価ではなく、児童生徒がいかに成長したかを積極的に受け止

め、励ます個人内評価として行うこと。 

    エ 学習活動において児童生徒がより多面的・多角的な見方へと発展しているか、道徳的価値の

理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点を重視すること。 

    オ 発達障がい等のある児童生徒が抱える学習上の困難さの状況を踏まえた指導及び評価上の配慮を

行うこと。 

    カ 調査書に記載せず、入学者選抜の合否判定に活用することのないようにすること。 

 ＜参考（引用）文献＞ 

  ・「小学校学習指導要領解説 総則編」 平成29年７月 文部科学省 

  ・「中学校学習指導要領解説 総則編」 平成29年７月 文部科学省 

  ・「小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」 平成29年７月 文部科学省 

  ・「中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編」 平成29年７月 文部科学省 

  ・「高等学校学習指導要領総則」 平成30年３月 文部科学省 

  ・「高等学校学習指導要領解説 総則編」 平成30年７月 文部科学省 

  ・徳島県道徳教育「指導の手引」道徳教育推進教師の手引 令和６年３月 徳島県教育委員会 
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５５  小小学学校校ににおおけけるる外外国国語語教教育育 

 ((11))  外外国国語語活活動動・・外外国国語語科科のの目目標標 

    <<小小学学校校学学習習指指導導要要領領（（平平成成2299年年３３月月））「「第第２２章章  各各教教科科」」及及びび「「第第４４章章  外外国国語語活活動動」」よよりり>> 

 中学年 外国語活動の目標 高学年 外国語科の目標 

 

 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語による 

 

 

 

 

聞くこと、話すことの言語活動を

通して、コミュニケーションを図

る素地となる 

聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活

動を通して、コミュニケーションを図る基礎となる 

 

 資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 外国語を通して、言語や文化

について体験的に理解を深め、

日本語と外国語との音声の違い

等に気付くとともに、外国語の

音声や基本的な表現に慣れ親し

むようにする。 

(1) 外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言

語の働きなどについて、日本語と外国語との違い

に気付き、これらの知識を理解するとともに、読

むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこと、読む

こと、話すこと、書くことによる実際のコミュニ

ケーションにおいて活用できる基礎的な技能を身

に付けるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 身近で簡単な事柄について、

外国語で聞いたり話したりして

自分の考えや気持ちなどを伝え

合う力の素地を養う。 

 

 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いた

り話したりするとともに、音声で十分に慣れ親し

んだ外国語の語彙や基本的な表現を推測しながら

読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自

分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる基

礎的な力を養う。 

 

 

 

 

 

 

(3) 外国語を通して、言語やその

背景にある文化に対する理解を

深め、相手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニ

ケーションを図ろうとする態度

を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、

他者に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコ

ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

    「外国語を使って何ができるようになるか」という観点から、小・中・高等学校を通じた学習到

達目標の設定や、言語活動を通した指導の充実が求められている。 

 

  ((22))  授授業業実実践践にに向向けけてて  

  ① 「外国語活動」及び「外国語科」における言語活動を充実する 

    「「小小学学校校外外国国語語活活動動・・外外国国語語研研修修ガガイイドドブブッックク」」（（平平成成2299年年７７月月））に、以下の記載がある。 

言語活動は、「実際に英語を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う」活動を意味する。 

言語活動は、言語材料について理解したり練習したりするための指導と区別されている。 

    実際に英語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うという言語活動の中で、情報を整理しな

がら考えなどを形成するといった「思考力、判断力、表現力等」が活用されると同時に、英語に

関する「知識及び技能」が活用される。つまり、英語を用いず、日本語だけで情報を整理しなが

ら考えなどを形成する活動は、外国語活動や外国語科においては言語活動とは言い難い。発音練

習や歌、英語の文字を機械的に書く活動は、言語活動ではなく、練習である。練習は、言語活動

を成立させるために重要ではあるが、練習だけで終わることのないように留意する必要がある。 
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聞くこと 読むこと 話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと
観点別
評価

評定

知識・技能

思考・判断・
表現

主体的に
学習に取り組
む態度

５つの領域ごとの観点別評価の考え方
指導要録に記載
（学年末）

学年末に評価を総括し，指導要録に記載する際に全ての評価情
報が揃っていればよく，各単元ごとに，全ての領域・観点につ
いて記録に残す評価を行う必要はない
ただ，各単元において３観点をバランスよく見ることは重要

    言語活動を充実させるためには、「コミュニケーションを行う目的や場面、状況等が明確で、

教師と児童がそれを共有していること」、「児童が、誰に、何のために自分の考えや気持ちを伝

え合うかを十分に意識できる場面設定や題材であること」等が大切であるとともに、初めて外国

語に触れる小学校段階では、身近で簡単な事柄について簡単な語句や基本的な表現を用いること

が大切である。 

    中学年では、体験を通して理解を深めること、高学年では、「読むこと」「書くこと」につい

ては慣れ親しみであり、「聞くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」に求める

技能と同等ではないことに留意する。 

  ② 単元構成を工夫する 

    単元計画を立てる際には次の点に留意する。 

   ・単元の最後に目指す児童の姿や児童に身に付けさせたい力をしっかりとイメージし、その姿

を具現化するために、単元の終末にどのような言語活動を設定すればよいかを考える。 

   ・単元のゴールに向かって、どのような言語活動を通して指導していけばよいか考え、１単位

時間ごとの目標を決める。そして、各単位時間の目標に沿って、時間配分や評価場面も考慮

しながら学習活動を組み立てていく。 

   ・児童の発達段階や興味・関心に沿った、思わず「言いたくなる」「聞きたくなる」「やって

みたくなる」ような、児童にとって必然性のある言語活動を設定する。 

   ・コミュニケーションを行う目的や場面・状況等を明確にした言語活動を設定する。 

  ③ Small Talkを進める 

Small Talkは、２時間に１回程度、あるテーマのもとで指導者のまとまった話を聞いたり、

ペアで自分の考えや気持ちを伝え合ったりする高学年に設定されている言語活動である。既習

語句や表現を繰り返し活用することと、対話を続けることをねらいとしている。Small Talkを

行う際は、自分自身に関する出来事や気持ちなどについて、児童とやり取りしながら進めるこ

とが大切である。 

 

  ((33))  「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」ののたためめのの学学習習評評価価 

    目標及び指導と評価は表裏一体とよく言

われる。学習指導要領の趣旨を実現するため

には、学習評価の在り方が重要となり、児童

の学習改善や教師の指導改善につながるも

のにしていくことが求められている。 

    総括評価（評定）をするに当たって、３観

点×５領域で15個（中学年は３観点×３領域

で９個）の観点についての評価が必要になる

が、これら全てを１単元や学期末等に一度に

見取ることは不可能である（【図１】参照）。 

児童の学習状況を適宜把握し、児童にフィードバックして学習改善につなげたり、教師の指導改

善に生かしたりするために、観点別の学習状況についての評価を内容や時間のまとまりごとに、学

習状況の把握ができる段階で行うなど、評価する時期や場面を精選することが重要となる。 

また、学習評価の方法として、行動観察や振り返りシート、ペーパーテストやパフォーマンステ

スト等、それぞれの特性を踏まえ、多様な方法で多面的・多角的に評価を進める必要がある。 

 

  ((44))  ＩＩＣＣＴＴのの活活用用ににつついいてて 

    外国語活動及び外国語科において、児童の興味・関心を高め、言語活動の充実と言語活動を通し

た指導や自律的な学習者の育成を図るために、１人１台端末等ＩＣＴを活用することが大切であ

る。児童の発表や、やり取りの様子を録画・録音し、児童自身の自己評価や児童同士の相互評価、

指導者側の学習評価の場にしたり、言語活動の設定において、コミュニケーションを行う目的や

場面、状況をよりリアリティーのあるものにするために、国内や海外の遠隔地にいる人とＷｅｂ

【図１】令和元年度教育課程研究協議会資料より 
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会議システムで交流を行ったりする等の活用が考えられる。 

学習者用デジタル教科書については、児童が音声を繰り返し聞いて確認したり、参考にできそう

な表現を調べたりすることで、授業と家庭学習の往還により、自己調整を図るための効果的な活用

が期待される。ＩＣＴ活用の強みを生かし、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充

実させていく必要がある。 

文部科学省では、「端末及び学習者用デジタル教科書の活用の在り方」に焦点をあてた授業動画・

解説※１のほか、「学習者用デジタル教科書を活用した実践事例」※２を配信している。外国語教育に

おけるＩＣＴの効果的な活用や学習者用デジタル教科書の活用方法を知るための参考となる。 

  

((55))  指指導導形形態態ににつついいてて 

教員の指導形態については、学級担任が指導する場合と一定の英語力を有した専科教員が指導

する場合に大別される。小学校外国語教育の特性を踏まえ、専科加配がある場合、校内全体の英語

指導力の向上に向けた校内研修を行ったり、学級担任と専科教員等とが課題を共有し、共に課題の

解決方法を考えるような場を設定したりする等、各学校の実態に応じて学級担任による指導と専科

指導を両輪と考え、活かすことが重要である。 

また、ＡＬＴやＪＴＥとのティーム・ティーチングについても、児童のコミュニケーション意欲

や学習意欲の向上等といった役割を十分に考えた上で、学級担任や専科教員との連携を図りなが

ら、その効果的な活用について考え、推進する必要がある。 

 

((66))  英英語語指指導導力力向向上上にに向向けけてて 

学習指導要領の趣旨を生かした授業を展開するには、指導者が学習指導要領や教材、教科書、そ

して指導法などについて、十分に理解する必要がある。文部科学省では外国語教育に役立つ情報を

一元的に提供するポータルサイトをＷｅｂサイト上で公開している。「外国語活動・外国語科授業を

観る」※ ３では、指導に関わる項目ごとの具体的な授業実践や解説動画（YouTubeチャンネル 

mextchannel）が紹介されている。また、「外国語教育について知る」※４では、学習指導要領や指導者

用参考資料をはじめ、各種資料をダウンロードできる。二次元コードを読み込み、授業づくりの参

考にしたり、校内研修の最初に視聴したりするなど活用ができる。 

 

 ＜参考（引用）文献＞ 

  ・「小学校学習指導要領」 平成29年３月 文部科学省 

  ・「小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語編」 平成29年７月 文部科学省 

  ・「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小学校 外国語・外国語活動」 

    令和２年３月 国立教育政策研究所 

  ・「小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック」 平成29年６月 文部科学省 

  （※１）「端末及び学習者用デジタル教科書の活用の在り方」に焦点を当てた授業～「個別最適

な学び」と「協働的な学び」の一体的充実を求めて～ 

       文部科学省 YouTube mextchannel https://www.youtube.com/watch?v=kCic-FIx27c 

（※２）「学習者用デジタル教科書を活用した実践事例」 

     文部科学省 YouTube mextchannel  https://youtu.be/v2JUEWzA8Xc 

（※３）「外国語活動・外国語科授業を観る」 

     文部科学省  https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00004.htm 

（※４）「外国語教育について知る」 

     文部科学省  https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00005.htm 

 

                                   

                                   

                                   （※１） （※２） （※３） （※４） 
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聞くこと 読むこと 話すこと
［やり取り］

話すこと
［発表］

書くこと
観点別
評価

評定

知識・技能

思考・判断・
表現

主体的に
学習に取り組
む態度

５つの領域ごとの観点別評価の考え方
指導要録に記載
（学年末）

学年末に評価を総括し，指導要録に記載する際に全ての評価情
報が揃っていればよく，各単元ごとに，全ての領域・観点につ
いて記録に残す評価を行う必要はない
ただ，各単元において３観点をバランスよく見ることは重要

    言語活動を充実させるためには、「コミュニケーションを行う目的や場面、状況等が明確で、

教師と児童がそれを共有していること」、「児童が、誰に、何のために自分の考えや気持ちを伝

え合うかを十分に意識できる場面設定や題材であること」等が大切であるとともに、初めて外国

語に触れる小学校段階では、身近で簡単な事柄について簡単な語句や基本的な表現を用いること

が大切である。 

    中学年では、体験を通して理解を深めること、高学年では、「読むこと」「書くこと」につい

ては慣れ親しみであり、「聞くこと」「話すこと［やり取り］」「話すこと［発表］」に求める

技能と同等ではないことに留意する。 

  ② 単元構成を工夫する 

    単元計画を立てる際には次の点に留意する。 

   ・単元の最後に目指す児童の姿や児童に身に付けさせたい力をしっかりとイメージし、その姿

を具現化するために、単元の終末にどのような言語活動を設定すればよいかを考える。 

   ・単元のゴールに向かって、どのような言語活動を通して指導していけばよいか考え、１単位

時間ごとの目標を決める。そして、各単位時間の目標に沿って、時間配分や評価場面も考慮

しながら学習活動を組み立てていく。 

   ・児童の発達段階や興味・関心に沿った、思わず「言いたくなる」「聞きたくなる」「やって

みたくなる」ような、児童にとって必然性のある言語活動を設定する。 

   ・コミュニケーションを行う目的や場面・状況等を明確にした言語活動を設定する。 

  ③ Small Talkを進める 

Small Talkは、２時間に１回程度、あるテーマのもとで指導者のまとまった話を聞いたり、

ペアで自分の考えや気持ちを伝え合ったりする高学年に設定されている言語活動である。既習

語句や表現を繰り返し活用することと、対話を続けることをねらいとしている。Small Talkを

行う際は、自分自身に関する出来事や気持ちなどについて、児童とやり取りしながら進めるこ

とが大切である。 

 

  ((33))  「「指指導導とと評評価価のの一一体体化化」」ののたためめのの学学習習評評価価 

    目標及び指導と評価は表裏一体とよく言

われる。学習指導要領の趣旨を実現するため

には、学習評価の在り方が重要となり、児童

の学習改善や教師の指導改善につながるも

のにしていくことが求められている。 

    総括評価（評定）をするに当たって、３観

点×５領域で15個（中学年は３観点×３領域

で９個）の観点についての評価が必要になる

が、これら全てを１単元や学期末等に一度に

見取ることは不可能である（【図１】参照）。 

児童の学習状況を適宜把握し、児童にフィードバックして学習改善につなげたり、教師の指導改

善に生かしたりするために、観点別の学習状況についての評価を内容や時間のまとまりごとに、学

習状況の把握ができる段階で行うなど、評価する時期や場面を精選することが重要となる。 

また、学習評価の方法として、行動観察や振り返りシート、ペーパーテストやパフォーマンステ

スト等、それぞれの特性を踏まえ、多様な方法で多面的・多角的に評価を進める必要がある。 

 

  ((44))  ＩＩＣＣＴＴのの活活用用ににつついいてて 

    外国語活動及び外国語科において、児童の興味・関心を高め、言語活動の充実と言語活動を通し

た指導や自律的な学習者の育成を図るために、１人１台端末等ＩＣＴを活用することが大切であ

る。児童の発表や、やり取りの様子を録画・録音し、児童自身の自己評価や児童同士の相互評価、

指導者側の学習評価の場にしたり、言語活動の設定において、コミュニケーションを行う目的や

場面、状況をよりリアリティーのあるものにするために、国内や海外の遠隔地にいる人とＷｅｂ

【図１】令和元年度教育課程研究協議会資料より 
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会議システムで交流を行ったりする等の活用が考えられる。 

学習者用デジタル教科書については、児童が音声を繰り返し聞いて確認したり、参考にできそう

な表現を調べたりすることで、授業と家庭学習の往還により、自己調整を図るための効果的な活用

が期待される。ＩＣＴ活用の強みを生かし、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充

実させていく必要がある。 

文部科学省では、「端末及び学習者用デジタル教科書の活用の在り方」に焦点をあてた授業動画・

解説※１のほか、「学習者用デジタル教科書を活用した実践事例」※２を配信している。外国語教育に

おけるＩＣＴの効果的な活用や学習者用デジタル教科書の活用方法を知るための参考となる。 

  

((55))  指指導導形形態態ににつついいてて 

教員の指導形態については、学級担任が指導する場合と一定の英語力を有した専科教員が指導

する場合に大別される。小学校外国語教育の特性を踏まえ、専科加配がある場合、校内全体の英語

指導力の向上に向けた校内研修を行ったり、学級担任と専科教員等とが課題を共有し、共に課題の

解決方法を考えるような場を設定したりする等、各学校の実態に応じて学級担任による指導と専科

指導を両輪と考え、活かすことが重要である。 

また、ＡＬＴやＪＴＥとのティーム・ティーチングについても、児童のコミュニケーション意欲

や学習意欲の向上等といった役割を十分に考えた上で、学級担任や専科教員との連携を図りなが

ら、その効果的な活用について考え、推進する必要がある。 

 

((66))  英英語語指指導導力力向向上上にに向向けけてて 

学習指導要領の趣旨を生かした授業を展開するには、指導者が学習指導要領や教材、教科書、そ

して指導法などについて、十分に理解する必要がある。文部科学省では外国語教育に役立つ情報を

一元的に提供するポータルサイトをＷｅｂサイト上で公開している。「外国語活動・外国語科授業を

観る」※ ３では、指導に関わる項目ごとの具体的な授業実践や解説動画（YouTubeチャンネル 

mextchannel）が紹介されている。また、「外国語教育について知る」※４では、学習指導要領や指導者

用参考資料をはじめ、各種資料をダウンロードできる。二次元コードを読み込み、授業づくりの参

考にしたり、校内研修の最初に視聴したりするなど活用ができる。 

 

 ＜参考（引用）文献＞ 

  ・「小学校学習指導要領」 平成29年３月 文部科学省 

  ・「小学校学習指導要領解説 外国語活動・外国語編」 平成29年７月 文部科学省 

  ・「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 小学校 外国語・外国語活動」 

    令和２年３月 国立教育政策研究所 

  ・「小学校外国語活動・外国語研修ガイドブック」 平成29年６月 文部科学省 

  （※１）「端末及び学習者用デジタル教科書の活用の在り方」に焦点を当てた授業～「個別最適

な学び」と「協働的な学び」の一体的充実を求めて～ 

       文部科学省 YouTube mextchannel https://www.youtube.com/watch?v=kCic-FIx27c 

（※２）「学習者用デジタル教科書を活用した実践事例」 

     文部科学省 YouTube mextchannel  https://youtu.be/v2JUEWzA8Xc 

（※３）「外国語活動・外国語科授業を観る」 

     文部科学省  https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00004.htm 

（※４）「外国語教育について知る」 

     文部科学省  https://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/index_00005.htm 

 

                                   

                                   

                                   （※１） （※２） （※３） （※４） 
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